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水戸・勝田都市計画地区計画の決定（水戸市決定） 

 

都市計画 東前第二地区地区計画を次のように決定する。                （水戸市） 

名 称 東前第二地区地区計画 

位 置 
東前町字野口前，字天神前，字下根，字坊下，字原及び字道漢坂の全部 
東前町字上ノ下の一部 
栗崎町橋川の一部 

面 積 約 41.1ha 

地区計画の目標 

本地区は，水戸市の中心市街地から東へ約７㎞に位置しており，北側が国道

51 号に接し，東水戸道路水戸大洗インターチェンジからも至近な距離にあるな

ど，交通の利便性に優れた地区である。 
隣接する第一地区及び第四地区については，事業の進捗にあわせ既に地区

計画が決定されているため，本地区についても土地区画整理事業の事業効果の

維持増進を図るとともに，市街地形成の規制・誘導を行い，住宅と商業・業務施設

の調和のとれたまちづくりの実現を図るため，地区計画を決定する。 

地
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の
整
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土 地 利 用 の

方針 

都市計画道路を基軸として，低層住宅地区，一般住宅地区及び沿道業務地区

の整合を図り，良好な生活空間の創出と環境の維持保全に努め，合理的かつ健

全な土地利用を図る。 
歴史的な用水路である備前掘沿いは，景観に配慮し，緑化に努める。 

地 区 施 設 の

整備方針 

土地区画整理事業の施行により，都市計画道路及び区画道路並びに公園の

一体的な整備を行う。 

建 築 物 等 の

整備方針 

１ 低層住宅地区は既存の一戸建て住宅との調和を図り良好な居住環境を形成

する。 

２ 一般住宅地区は利便性に富んだまちづくりを行うとともに，低層住宅地への影

響を考慮して用途の制限を行う。 

３ 沿道業務地区は幹線道路を利用した健全な商業・業務施設の誘導を行う。 
４ 低層住宅地区及び一般住宅地区は，垣又は柵の構造及び高さを制限し，緑

豊かなまち並みの形成を図る。 

５ 建築物等の形態及び意匠については，美観及び風致を損なわないものとし，

刺激的な色彩及び装飾を用いないこととする。 
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地 区 
区 分 

名 称 低層住宅地区 一般住宅地区 沿道業務地区 

面 積 約 29.9ha 約 5.5ha 約 5.7ha 

建築物等の 
用途の制限 

― 次に掲げる建築物は，建

築してはならない 

1 工場（建築基準法施行

令第130条の６に定める

ものを除く。） 

2  ボーリング場，スケー

ト場，水泳場その他これ

らに類する政令で定め

る施設 

3  ホテル，旅館 

4 自動車教習所 

5 床面積の合計が 15 平

方メートルを超える畜

舎 

次に掲げる建築物は，

建築してはならない 

1  自動車教習所 

2  床面積の合計が15平

方メートルを超える畜

舎 

建築物の敷地面

積の最低限度 
200 ㎡ 200 ㎡ － 

建築物の 
壁面の位置 

都市計画道路 3･5･106 大串東前線及び 3･5･160 東前北線沿いは，建

築物の外壁又はこれに代わる柱の面から当該道路境界線までの距離

の最低限度は 1.5 メートルとする。 

ただし，外壁の後退距離の限度に満たない距離にある建築物又は建

築物の部分が次の各号の一に該当する場合は，この限りでない。 

（1）外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が 3メートル以

下であるとき。 

（2）物置その他これに類する用途に供し，軒の高さが 2.3 メートル

以下で，かつ床面積の合計が 5平方メートル以内であるとき。 

建築物の形態 
又は意匠の制限 

建築物の外壁は，刺激的な色彩又は装飾を

用いないものとする。 － 

垣又は柵の 
構造の制限 

道路に面する側の垣又は柵は，次の各号の

一に掲げるものとする。ただし，門柱はこの

限りでない。 

（1）生垣 

（2）宅盤面からの高さが 1.5 メートル以下の

塀，鉄柵及び金網等で道路境界側に 60 セン

チメートル以上の植栽帯を設け植栽を施し

たもの。ただし，鉄柵，金網等の透視可能な

フェンス（高さ 60 センチメートル以下の基

礎部分を有するものを含む。）の場合は敷地

側に植栽を施したものでもよい。 

－ 

適用の除外 

１ 建築物等に関する事項のうち，「建築物の壁面の位置の制限」及

び「垣又は柵の構造の制限」に関しては，本地区計画に係る都市計

画決定の際，現に建築物の敷地として使用されている土地で当該規

定に適合しないものは適用を除外する。ただし，今後建築物等の新

築，改築又は移転する場合はこの限りでない。 



２ 建築物等に関する事項のうち，「建築物の敷地面積の最低限度」

に関しては，本地区計画に係る都市計画決定の際，現に建築物の敷

地として使用されている土地，又は現に存する土地で建築物の敷地

として使用するならば当該規定に適合しないこととなる土地につ

いて，その全部を一の敷地として使用する場合は適用を除外する。 

３ 建築物等に関する事項のうち，「建築物の敷地面積の最低限度」，

「壁面の位置の制限」，「垣又は柵の構造の制限」に関しては，市

長が，公益上やむを得ないと認めたものについて，適用を除外する。 

備考 区域及び地区の細区分は計画図のとおり 

「区域は，計画図の表示のとおり」 

理 由 

東前第二地区において，隣接地区との土地利用計画の整合を図り，住宅と商業・業務施設

の調和のとれたまちづくりを行うため，本案のとおり地区計画を決定するものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  






